
令和４年度 公益財団法人鉄の歴史村地域振興事業団 事業報告書 
 

公益目的事業 たたら製鉄の歴史と技術を保存、公開、実践することで日本の鉄文化を保護継承していく活動      

１）講座、セミナー、育成事業 
①鉄の歴史村の講演会 

タイトル: 鉄の歴史村の講演会 第３回 菅谷たたら山内総合文化調査報告会 

  開催日 : 令和４年１０月８日（土） 

  場 所 : 吉田商工会館 

 講 師 : 高橋誠二氏、角田徳幸氏、鳥谷智文氏、安部千愛氏 

  主 催 : 公益財団法人鉄の歴史村地域振興事業団 

  共 催 : 雲南市教育委員会 

  後 援 : 雲南市、鉄の道文化圏推進協議会、雲南市たたらプロジェクト会議、 

吉田地区振興協議会、一般社団法人日本鉄鋼協会 

  業務委託: アエラ地域文化デザイン室 

  開催方法: 対面講演会 

        先着 30 名様に『たたら伝道師検定マニュアル』を進呈した 

  参 加 : 40 人 

  事 業 費: 菅谷たたら山内活用事業補助金 

 

  開催趣旨: 

菅谷たたら山内の総合的な調査による成果物は、昭和 43 年発刊『菅谷鑪』に始まる。

歴史学 ・民俗学 ・建築学の研究者が中心となり、住民への聞き取り調査、史料調査、建造

物や製鉄道具などの調査を通して、菅谷たたら山内に関する基礎資料が集成されてきた。  

その後、昭和 61 年 11 月に開催した第１回シンポジウム「人間と鉄」以来、多くの研

究者の方々のお力添えにより、様々な切り口による調査研究を継続してきた。今回は 『菅

谷たたら山内総合文化調査報告書３』に寄稿いただいたなかから３名の研究者に発表いた

だいた。あわせて、雲南市観光振興課から、たたら伝道師検定の PR 発表をいただいた。

会場を吉田町内とすることで、着地型観光をねらった。吉田地区振興協議会より、プロジ

ェクター・マイク貸出、吉田総合センターより立て看板貸出の協力を得た。 

 

  開催内容: 

・内容１:講演会:対面開催。 

    高橋誠二氏 （雲南市教育委員会文化財課主幹）「八重滝鈩金屋語神社の奉納品について」 

角田徳幸氏(島根県古代文化センター⾧）「菅谷鈩の製鉄用具１」 

鳥谷智文氏（松江工業高等専門学校人文科学科教授） 

「明治二〇年代後半における田部家経営鈩の操業状況」 

・内容２:たたら伝道師検定の広報:観光振興課、教科書閲覧コーナー設置 



・内容３:午後は菅谷たたら山内にて「ヘリテージツーリズムマネージャー養成講座」 

          開催、主催 :雲南市観光振興課、共催 :公益財団法人 鉄の歴史村地域振興事業団 

・内容４:申込制:弁当（1,000 円程度）:講演会後に講演会場にて配布 

       参加者どうし、講演会後の懇親の場として活用いただいた。 

  
 

・チラシ 

 



 

② 博物館講座 たたら塾 

＜たたら塾 地域学部会＞ 

本部会では、財団研究員が核となり、地域のひとたちとともに、文化財研究活動を展開する。地

域博物館として、地域学の成果物を重ねる中で、その担い手を育てる。自治体広報誌や WEB など

を通じて、参加者を呼びかける。 

活動内容Ａ 古写真研究 

本年度活動内容 

・鍛冶工房内にある財団所蔵写真の確認・整理を部分的にすすめた。 

・郷土史家田部清蔵氏所蔵写真の受け入れ打診をご家族より受け、その調整を進めた。 

活動内容Ｂ 民具研究 

本年度の活動内容 

・本年度は夏季インターンシップ生 5 人の参加により活動した。 

   ・ 鉄の歴史博物館の 1 号館 ・2 号館の展示スペースのクリーニング、収蔵スペースの整 

理をすすめた。 

・成果として、1 号館 1 階の展示を見直し、ガラスケース内展示を整理したことで、新

たな企画展示スペースを確保した。 

 

＜たたら塾 サポート部会＞ 

博物館事業総体に関するサポーターを、ボランティア活動員として募集する。 

生涯学習や自己研鑽の場としての活用を期待する。 

本年度の活動内容 

・たたら伝道師との連携について運用検討を進めた。令和 5 年度からの活動に向けての準備 

を進めた。 

 

２）体験事業等 

１．近代たたら操業 

１）試験操業（炉の安全確認操業）、映画撮影 

令和 4 年 3 月末に納品のあった近代たたら炉の試験操業を行った。操業自体は問題なく執り行わ 

れ、安全に操業できることが確認できた。併せて、ストラテジックパートナーズ製作の映画「たた

ら」の撮影が行われ、主人公の重要な場面として、近代たたら操業の撮影が行われた。 

①参加者::財団職員、(株)たなべたたらの里、映画出演者・撮影隊 

②実施日:令和４年５月１１日（水）～５月１５日（日） 

③工程、状況: 

５月１１日（水）  灰すらし６回、土団子づくり 

１２日（木）  中釜づくり、土張り、炉の乾燥  



１３日（金）  上釜設置、炭切り作業 

１４日（土）  安全祈願、火入れ 

１５日（日）  鉧出し 

④原材料投入:木炭５６５kg、砂鉄４２６kg 

⑤鉧量:１０６㎏ 

⑥事業費:雲南市近代たたら操業観光体験事業委託費から支出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

  



⑦報道記録 1:新聞報道 山陰中央新報 令和４年４月２１日（木） 第２２面 

 
⑧報道記録 2:映画専用ホームページ、Youtube での予告編公開

 
和鋼施設での鉧出しの様子（Youtube の映画予告動画より） 



２）田部家のたたら吹き（6 月） 

①参加者:たなべたたらの里プロジェクト参加者 

②実施日:令和４年６月２２日（水）～６月２６日（日） 

③工程、状況: 

６月２２日（水）  土づくり、灰すらし３回 

２３日（木）  灰すらし３回、土団子づくり 

         元釜・中釜設置、土張り、炉の乾燥  

２４日（金）  上釜設置、炭切り作業 

２５日（土）  安全祈願、火入れ 

２６日（日）  鉧出し 

④原材料投入:木炭６５０㎏、砂鉄４４４㎏ 

⑤鉧量:８２㎏ 

⑥参加者:約２０名 

⑦事業費:操業実費分を株式会社たなべたたらの里様が負担、作業賃・指導者経費等は雲南市近代 

たたら操業観光体験事業委託費から支出 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



 

３）田部家のたたら吹き（９月） 

①参加者:たなべたたらの里プロジェクト参加者 

②実施日:令和４年９月２１日（水）～９月２５日（日） 

③工程、状況:   ９月２１日（水）  土づくり、灰すらし３回 

２２日（木）  灰すらし３回、土団子づくり 

                元釜・中釜設置、土張り、炉の乾燥  

２３日（金）  上釜設置、炭切り作業 

２４日（土）  安全祈願、火入れ 

２５日（日）  鉧出し 

④原材料投入:木炭７３７㎏、砂鉄６２４㎏ 

⑤鉧量:１３４㎏ 

⑥参加者:約 20 名 

⑦事業費:操業実費分を株式会社たなべたたらの里様が負担、作業賃・指導者経費等は雲南市近代 

たたら操業観光体験事業委託費から支出 

 

４）田部家のたたら吹き（１１月）、国際学会の操業視察 

株式会社たなべたたらの里様の 11 月の操業を、SynOre2022 国際会議（第１回鉄鉱石塊成鉱に

関する国際シンポジウム:くにびきメッセで開催）のエクスカーションとして、４０名の研究者ら

が視察された。 

①参加者:たなべたたらの里プロジェクト参加者、第１回鉄鉱石塊成鉱に関する国際シンポジウム 

の視察者 

②実施日:令和４年１１月２３日（水）～１１月２７日（日） 

③工程、状況:  １１月２３日（水）  土づくり、灰すらし３回 

２４日（木）  灰すらし３回、土団子づくり 

                 元釜・中釜設置、土張り、炉の乾燥  

２５日（金）  上釜設置、炭切り作業 

２６日（土）  安全祈願、火入れ 

         ２７日（日）  鉧出し 

④原材料投入:木炭７００㎏、砂鉄７００㎏ 

⑤鉧量:１４５㎏ 

⑥参加者:たなべたたらの里プロジェクト参加者約２０名 

     第１回鉄鉱石塊成鉱に関する国際シンポジウムの視察４０名 

⑦事業費:操業実費分を株式会社たなべたたらの里様が負担、作業賃・指導者経費等は雲南市近代 

たたら操業観光体験事業委託費から支出 

 

 



２．小だたら操業 

たたらの原理を普及するため、東京工業大学名誉教授考案の「永田式小だたら操業」が行われ

た。この操業は、「財団と共催」で行われた。 

１）永田式小だたら操業（６月）＜財団共催事業＞ 

①実施日:令和４年６月１２日（日） 

②工程、状況: ６月１２日（日）  炉づくり、炭切り作業、操業、鉧出し（１基で操業） 

（永田和宏氏指導の下、参加者のみで操業） 

③原材料投入:木炭２９．５㎏、砂鉄２０㎏  ④鉧量:不明（参加団体からの情報提供なし） 

⑤参加者:約２０名 

⑥事業費:材料費は参加者負担、施設使用料・光熱水費は財団負担 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦報道記録:新聞報道 山陰中央新報 令和４年７月１日（金） 第１９面 

 

 
 

 



２）永田式小だたら操業（８月）＜財団共催事業＞ 

①実施日:令和４年８月６日（日） 

②工程、状況:  ８月６日（日） 炉づくり、炭切り作業、操業、鉧出し（永田氏指導による） 

③原材料投入・鉧量:実施団体からの情報提供なし。詳細は不明。 

④参加者:約３０名（人数が多いため、２基で操業） 

⑤事業費:材料費は参加者負担、施設使用料・光熱水費は財団負担 

 

 

３）永田式小だたら操業（３月）＜財団共催事業＞ 

①実施日:令和５年３月１２日（日） 

②工程、状況:  ３月１２日（日） 炉づくり、炭切り作業、操業、鉧出し（１基で操業） 

（永田和宏氏指導の下、参加者のみで操業） 

③原材料投入:木炭４２㎏、砂鉄２１.５㎏  ④鉧量:不明（参加団体からの情報提供なし） 

⑤参加者の状況:約２０名 

⑥事業費:材料費は参加者負担、施設使用料・光熱水費は財団負担 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４）吉田小学校・田井小学校の小だたら操業、小刀作り（９～１０月） 

吉田小学校・田井小学校の令和４年度、校外学習:地域との連携した総合的な学習の時間として、

小だたら操業～小刀作り（原材料の製作～製品までの流れ）を体験していただいた。 

①実施日:令和４年１０月１９日（水） 

②工程、状況:以下の通り 

＜築炉と釜土作りスケジュール＞ 

10:00  真砂土と粘土を配合して混練 素足で練り団子を作る。 

11:00～ 耐火レンガで、炉造り開始 炉底と側壁に釜土を張る。 

13:00～ 昼食、乾燥時間 

14:00～ 炭の投入 

15:00～ 着火 

15:30   送風停止 
③鉧量:3.5 ㎏ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④報道記録:新聞報道（山陰中央新報 令和５年２月２２日（水）） 

 

  



 
 

３．ペーパーナイフづくり 

 五寸釘を使った手軽にできるペーパーナイフづくり体験（＠2,000 円）。 

（令和３年度:50 名、令和２年度:61 名、令和元年度:186 名） 

 体験者数:76 名（内、侍ペーパーナイフ＠5,000 円:3 名） 

       主な内訳 10 代:22 名、20 代:15 名、30 代:15 名、40 代:17 名 

 

 

４．和鋼小刀づくり体験 

 近代たたら操業でできた鋼材から、小刀を作る体験（＠32,000 円）。 

（令和３年度:0 名、令和２年度:０人、令和元年度:0 人） 

体験者数:１名 

 

 

５．うんなんこども冒険団（子ども体験事業） 

 ＜菅谷たたら山内に生息するオオサンショウウオの保護活動＞ 

令和４年度事業計画どおり、新型コロナウィルス感染症拡大の影響を考慮し活動自粛とした。 

 ＜夏休み体験事業＞ 

  夏休みに子供体験事業を開催し、家族単位での交流人口の促進に取り組んだ。  

吉田小学校から画板借用の協力を得た。 

タイトル: 写生大会プラス 

  開催日時: 令和４年７月３１日（日） 

  場 所 : 菅谷たたら山内 

 講 師 : 高橋健一、三刀屋高校、美術講師 

  主 催 : 公益財団法人鉄の歴史村地域振興事業団 

  開催内容: 子供向け施設案内、ミニミニたたら体験、写生指導、写生 

        参加賞としてポストカード・マスキングテープ・飲料を用意した。 

  参 加 : 7 人（小学生 3 人、中学生 2 人、保護者 2 人） 

  事 業 費: 菅谷たたら山内活用事業補助金 

 

 

 

 

 

 

 

 



■掲載:島根日日新聞、2022 年 8 月 4 日（木） 

 
 

■チラシ 

 
 



⑤鉄・体感イベント・・・中止 

 令和４年度事業計画では、新型コロナウィルス感染症拡大の影響を考慮し、活動自粛とした。 

 

３）博物館等の展示（指定管理業務） 

令和３年度から令和５年度までの 3 か年度において、菅谷たたら山内及び周辺施設、吉田町郷土 

文化伝習施設（鉄の歴史博物館）の指定管理業務を行っている。 

令和４年度の公開展示施設の運営に関しては、新型コロナウィルス感染症の終息とともに入館者 

数の伸びる傾向にあった。 

① 菅谷たたら山内及び周辺施設 
   展示内容の見直しを進めた。特に、三軒⾧屋のリニューアルオープンにむけて、菅谷たたら

山内全体の文化財としての見せ方について、文化財課とも協議を重ねた。結果、修復成果物の

建物を見せることに主眼を置き、施設内の文字パネル以外の撤去を順次すすめた。 

 

② 鉄の歴史博物館（吉田町郷土資料館） 
タイトル: つつむ 

  会  期: 令和４年 12 月１日（木）～12 月 28 日（水） 

  点  数: 47 点 

開催内容: ダチ・タテブクロ・ネジレブクロなどの民具を展示した。たたらの村の衣文化の

一端として照射した。“懐かしいモノ展示”によって、地域博物館として地元向け文化財教育を

狙った。結果、地元女性の来館者数が伸びた。新聞掲載の効果もあり、手紙や電話での問い合

わせもあった。12 月は積雪による悪天候日が多かったうえに、臨時休館が 24（土）25（日）

の二日間に及んだ。しかし、月間入館者数をみると R3 年度 215 人、R4 年度 193 人というよ

うに、落ち込みは少なかった。企画展の効果によるところが一定あったといえる。 

  事 業 費: 菅谷たたら山内活用事業補助金 

■掲載:山陰中央新報、令和４年 12 月 22 日（木） 

 



■チラシ 

 
 

 
 



速報展示 

タイトル: 菅谷たたら山内総合文化調査 速報展 

      「雲南市域における金屋子神社の奉納品その１ 掛合町の八重滝たたら」 

  会  期: 令和５年 2 月１日（水）～３月５日（日） 

  点  数: 31 点 

開催内容: 菅谷たたら山内総合文化調査報告の成果を速報展示として公開する初の試み。 

今回は掛合町入間の金屋子神社 ・天皇神社の棟札などを展示。奉納品をまとまって 

間近で見る機会とした。このような記録を残す意味と今後の課題について考え 

るきっかけとなるよう展示工夫した。 

  展示担当: 高橋誠二氏（雲南市教育委員会）、財団職員 

 

出前展示１ 

内  容: 「吉田の鉧」 

会  場: 道の駅たたら場壱番地 

会  期: 7 月 9 日（土）～９月 30 日（金） 

展示物 : 鉧、たたら解説パネル 

 

出前展示２ 

内 容: 「たたら展示」 

会 場: 大東図書館、加茂図書館 

会 期: 10 月 7 日（金）～11 月 30 日（水） 

展示物:鉧、砂鉄、カナクソ、たたら解説パネル、たたら関連図書 

 

※共通 

過去に作成された収蔵品台帳を基にして、現状の収蔵品との照合作業や所在確認を行った。 
 
③利用実績 

   ・菅谷たたら山内及び周辺施設 

     入館者数:6,972 人（前年度 4,676 人、前年度比 149,1％UP） 

・鉄の歴史博物館 

     入館者数:4,115 人（前年度 2,834 人、前年比 145,2％UP） 

 

 

4）表彰・コンクール 

  インスタグラムを活用したハッシュタグイベントを開催した。 

タイトル: 「＃鉄歴写真部 R0501」 

  募集期間: 令和５年 1 月４日（水）～2 月 12 日（日） 



開催内容: 吉田やたたらや鉄の文化に関する写メを、インスタ投稿というかたちで募った。 

      優秀作品は 3 月 1 日以降、鉄の歴史博物館にて掲示した。 

 

■優秀賞 

 アカウント名 akadoh＿15 様 

 記念品 侍ペーパーナイフづくり 1 名様無料体験（有効期限 2023 年 12 月 28 日） 

 
 

 
 

 



５）調査研究・資料収集 

雲南市の 「菅谷たたら山内活用事業補助金」で平成 29 年度から実施している菅谷たたら山内の 

総合文化調査および比較研究について引き続き着手した。 

① 菅谷たたら山内とその周辺におけるたたら製鉄の比較研究 

菅谷たたら山内とその周辺におけるたたら製鉄   

に関連して、調査研究を進めた。 

 

執筆者は、鳥谷智文氏 （松江工業高等専門学校、人

文科学科教授）、高橋誠二氏 （雲南市教育委員会、文化

財課、主幹）、角田徳幸氏（島根県古代文化センター

⾧）、新野邊幸一氏 （松江工業高等専門学校、機械工学

科教授）、梶谷光弘氏 （公益財団法人いづも財団事務局

⾧次⾧）に委嘱した。本年度の成果は、報告書として

300 部刊行した。 

 

また、これまでの財団の研究成果や事業成果を活用す

る場として、調査協力申請 ・取材協力申請等を受け入れ

た。本年度の結果は、以下の通りとなった。 

 

●取材協力・調査協力申請件数、計 49 件 

 （内訳） 

映像撮影   20 件 

施設利用   6 件 

写真撮影   7 件 

資料掲載許可 10 件 

資料借用   6 件 

 

② 鉄の歴史博物館の展示替え 

 館の展示替えを行うとともに、あらためて収蔵品の調査、目録の再作成にむけ、準備作業を進めた。 

 本年度はまず、展示ケース内の基台のクロス替えを順次進めた。また、2 号館展示物約 200 点に

ついては、収蔵台帳作成に向けた基礎的調査を順次すすめた。採集年 ・採集地域 ・所蔵様態 ・来歴等

の不明な展示物が多い中での調査となっており、間違いのないよう慎重に進めた。 

 

③ 歴史文化活動に関する助成金申請 

 調査研究、資料収集に必要な事業費獲得のため、助成金申請の準備をすすめた。 

 

 



 助成受入団体を調べ、その募集要綱 ・募集期間などを把握するための一覧表を作成。本年度は、令

和 5 年度の財団主催たたら操業事業費として以下の申請を済ませた。申請可否は R5 年度 4 月上旬

に通知予定。 

 ・申請先:一般社団法人島根経済文化振興会 

 ・交付申請金額:500,000 円（事業費の半額） 

 ・申請内容:11 月 25・26 日に開催する財団主催たたら操業の事業費。 

たたら文化の発信に主眼を置き、家族参加を促す事業として申請した。 

地域振興の観点から、地域事業所との連携を含める内容とした。 

④ 年報の作成  次年度以降の刊行を目指し、事業実施履歴等の整理作業を進めた。 

 

６）その他（雲南市たたらプロジェクト会議による文化庁事業について） 

雲南市では、「たたら文化の資源の価値の見直し、掘り起こしを市民全体で行い、市民のシビック

プライドの確立を図ること」を目的に、雲南市たたらプロジェクト会議を組織し、当事業団もその

構成団体のひとつとして事業に加わってきた。 

本年度では、文化庁の「雲南市たたら文化遺産総合活用推進事業」として、次の事業を実施した。 

① 「たたら文化伝道師」認定制度策定事業 

教科書刊行とその無料配布、第一回のプレ検定を実施した。 

次年度以降の本検定に向けての検討をすすめた。 

・プレ検定 

実施日:1 月 28 日（土） 

会 場:雲南市役所 

参加数:45 人 

② ヘリテージツーリズムマネージャー養成講座事業 

「たたら文化伝道師」検定にむけて、対策講義を実施した。 

・実施日:10 月 8 日（土） 

会場:菅谷たたら山内、講師:木本泰二郎氏、武藤美穂子氏 

・実施日:12 月 14 日（土） 

会場:雲南市役所、講師:角田徳幸氏、鳥谷智文氏 

③ 「たたら文化」インターンシップ受入事業 

  事業計画では 5 名の受け入れ目標があり、これは達成した。    

学生は「しまね学生インターンシップ助成金（公財）ふるさと島根定住財団」を活用した。 

成果物の文化財アーカイブは、鉄の歴史博物館 1 号館座敷にて放映中。 

   実施日:8 月 30 日（火）～9 月 3 日（土） 

   参加数:5 人 

内 容:和鋼体験、博物館事業係補佐、文化財アーカイブ作成 



収益事業 博物館等公開展示施設における商品の販売                                  
１）鉧、半製品の販売 

     ・昨年度に引き続き、令和４年５月に実施の試験操業で産出した鉧 73.5kg を、株式会社 

たなべたたらの里様にご購入いただいた。 

 

２）オリジナル商品の開発、販売  

    ・ 「かつらのか」の販売 

    ・令和５年度に向けての商品開発及び準備作業 

（例 1．商品）「たたらピース」「はがねピック」「ペーパーナイフ・小刀の販売」 

      （例 2．書籍）『菅谷高殿』販売準備（印刷） 

 

 ３）受託商品販売 

     ・町内特産品の販売、関連書籍の新規販売（日本遺産関係） 

     ※刃物産地の刃物については受託販売を終了（令和３年度末より） 

 

管理部門                                                         

１）賛助会員の確保と普及活動（令和５年３月末時点で個人９７名、団体 7 団体） 

①会員募集 － 個人会員（年会費一口 5,000 円）、団体会員（年会費一口 30,000 円） 

  ・賛助会員の案内用紙の改定作業:令和 5 年度から掲示・配布する準備を行った 

  ・ホームページの活用:令和 5 年度から掲載する準備を行った 

②賛助会誌発行:令和４年度は年１回の発行に留まった 

 

 ２）情報発信 

   ①ホームページの活用:より見やすくなるように画面遷移の順番等を整理 

   ②ブログ、インスタグラムの活用:インスタグラムについては、ハッシュタグイベント参照 

   ③新型コロナウィルス感染症収束後を見据えた発信 

     →これまで掲載できていなかった観光情報誌へ情報を掲載し、誘客の PR を行った 

      例）『まっぷるドライブ関西・中国・四国ベスト』 

 

 ３）理事会の開催 

    令和 4 年 6 月 11 日、6 月 26 日【書面:代表理事選出】、10 月１日【書面:監事交替】 

令和 5 年 2 月 1 日【書面:評議員召集】、令和５年３月 11 日 

 ４）評議員会の開催 

    令和 4 年 6 月 26 日、10 月 23 日【書面:監事交替】、令和５年３月 11 日 

 

 


